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診療ガイドラインを
便利に使いこなそう

～リソース・ツールの活用法～

1

2023.01.13版

教育プログラム検討会
佐々木 典子

⚫診療ガイドラインの基本事項
✓診療ガイドライン作成～活用サイクル
✓日本標準と世界標準(GRADE)リソースの紹介

⚫Living guideline：Covid-19時代の新たな飛躍
✓どのような組織が連携しているか
✓ Evidence-eco system

本日のアウトライン
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診療ガイドライン 定義

診療上の重要度の高い医療行為について、エビデンスのシステマ
ティックレビューとその総体評価、益と害のバランスなどを考量し
て、患者と医療者の意思決定を支援するために最適と考えられる推
奨を提示する文書 （Minds診療ガイドライン作成の手引 2014）
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https://minds.jcqhc.or.jp/

Mindsガイドライン
ライブラリで

各種ガイドライン
を検索可能

2002～公益財団法人
日本医療機能評価機構

JQ が実施

厚生労働省委託事業

一覧が見
られます
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Minds ガイドラインライブラリ
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全680診療ガイドライン
（2022年2月14日現在）
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診療上の疑問(Clinical question: CQ)ごとに
推奨レベル、エビデンスレベルが記載されている

患者さんと
ご家族のための
ガイドシリーズ
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「診療ガイドラインの活用」に関する
これまでの調査研究成果

https://minds.jcqhc.or.jp/docs/implementation
/qip/pdf/MindsQIP_H30_Collection.pdf

診療ガイドライン
活用ガイドを
ご一読ください
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診療ガイドライン作成の流れ

診療上の疑問(Clinical 
question: CQ)の明確化

エビデンスの検索・評価：
エビデンスレベルの決定

推奨（Recommendation）
レベルの決定

診療している中
で発生する疑問

現場の外の世界ではどこまで
わかっていて、何がわかって
いないのか

利用者は推奨内容から
望ましい診療を知り、
意思決定へ活かせる
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（Minds診療ガイドライン作成マニュアル2020 ver.3.0）
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AGREEIIで一定の
基準を満たし、
著作権者の許諾
をいただいたも
のを掲載
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診療ガイドライン評価の手順
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「診療ガイドラインの普及と医療の質向上の評価」について 提言(2020.3)より

診療ガイドライン作成後は？
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「世界標準」とは？
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日本の
標準的
作成方法

診療ガイドライン 標準的作成方法

GRADE: The Grading of Recommendations 
Assessment, Development and Evaluation
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https://gradepro.org
/resources
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GRADE proの診療ガイドライン作成方法の
枠組み・概要を知る
（作成者向けウェブツール・データベース）

海外の各種の診療ガイドラインが
使用しやすくなる

GRADE proの作成方法

概要はトップページ
“Key features of 
GRADEpro”参照
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Evidence to Decisionの枠組みによる記載

“covid”
を入力して

みる
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https://guidelines.grade
pro.org/profile/QnfX_se
QRDw
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具体例：COVID予防に mRNAワクチン vs プラセボ
どちらがよいか (1)

診療者向け

ワクチンを推奨する

背景情報

次ページ

Copyright (C)2022 Minds

14

SoF EtD（次のスライド）

具体例：COVID予防に mRNAワクチン vs プラセボ どちらがよいか (2)

Summary of Findings (SoF)の枠組みによる記載
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・
・
・

Evidence to Decision (EtD) Frameworks
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具体例：COVID予防に mRNAワクチン vs プラセボ どちらがよいか (3)

Evidence to Decisionの
枠組みによる記載

ASSESSMENT
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https://ietd.epistemonikos.org/#/help/guidance
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全体的なエビデンスの確実性 ４段階評価
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https://ietd.epistemonikos.org/#/help/guidance
https://s3.amazonaws.com/ietd_pdf/EtD+guidance+up
dated+2015+05+19.pdf page 27/38
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Interactive Evidence to Decision (iEtD) tool 
による評価
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診療ガイドラインの作成・評価・普及・実装・改訂
の一連のサイクルには相当な時間・人材・労力・
費用が必要で、改訂版を出すにも数年はかかる。
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従来の診療ガイドラインのあり方
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17

18

https://ietd.epistemonikos.org/#/help/guidance
https://s3.amazonaws.com/ietd_pdf/EtD+guidance+updated+2015+05+19.pdf
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海外診療ガイドラインへのリンク
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Living guidelineへの動き
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https://magicevidence.org/

MAGICapp is a web-based tool that helps users and 
organizations to author, publish and update digitally structured 
Clinical Practice Guidelines based on best current evidence, 
enabling clinicians and patients to make well-informed 
healthcare decisions at the point of care.
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最新の情報を提供するため、診療ガイドラインの
作成、発行、アップデートのすべてをWebベース
で行う仕組み
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作成されたガイドラインの具体例
https://app.magicapp.org/#/guidelines
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P. Ravaud et al. / Journal of Clinical Epidemiology 123 (2020) 153-161
Créquit P et al. / Journal of Clinical Epidemiology 123 (2020) 143-152
Boutron I et al. / Journal of Clinical Epidemiology 123 (2020) 135-142
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Living guideline のサイクル

研究のマッピング、質・透明性のモニタリング、開示の各段階がすべてタイムリーに
アップデートされる

Copyright (C)2022 Minds

https://covid19.recmap.org/

eCOVID-19 living map of  recommendations

The Canadian Institutes of Health 
Research (CIHR) ：Canada's 
federal funding agency for health 
research
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COVID-19 推奨のリビングマップ

クリックする
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COVID-19 推奨のリビングマップ（２）

ソース

出版年

年齢層

地域/国

想定集団

併存症

一般向け推奨

推奨のタイプ

収入

AGREEII
スコア

クリックする

https://covid19.recmap.org/grid?plainLanguageSummaryPresent=T

クリックすると次ページ
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COVID-19 推奨のリビングマップ（３）

https://covid19.recmap.org/grid?plainLanguageSummaryPresent=T
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COVID-19 推奨のリビングマップ（４）

ヒートマップ機能もある：多いほど赤く

Copyright (C)2022 Minds

リビングマップを牽引している組織
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https://covid19.recmap.org/about
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Page 7/71

Therapeutics and COVID-19: living guideline –

World Health Organization (WHO) 2021.9.24版

https://www.who.int/publications/i/item/WHO-2019-nCoV-therapeutics-
2022.4
https://apps.who.int/iris/bitstream/handle/10665/345356/WHO-2019-
nCoV-therapeutics-2021.3-eng.pdf
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複数の手段/サイトからアクセス可能

Copyright (C)2022 Minds

小さく始めて、短期間で少しずつ
アップデート

30

数か月ごとに改訂や出版化！

(Therapeutics and COVID-19: living guideline –World Health Organization .2021.9.24)
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⚫ Minds診療ガイドラインライブラリでは、各種診療ガイドライン
に到達できるだけでなく、サイト内に準備されているツール
やリンクを、必要な場面に応じて活用可能である。

⚫ 診療ガイドラインを活用するためには、世界的視点をもち、
作成過程の歴史・議論・展開も知っておくとよい。

⚫ COVID-19感染症におけるニーズも踏まえ、世界では
Evidence ecosystemを目指して連携していく動きがある。

Take home message
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2022年度 診療ガイドライン 学習教材 （導入教材）

■編集：公益財団法人日本医療機能評価機構 EBM医療情報部教育プログラム検討会

■監修（50音順）：
奥村晃子 (日本医療機能評価機構 EBM医療情報部部長)
後藤温 (横浜市立大学医学部医学科公衆衛生学教室)
福岡敏雄 (日本医療機能評価機構/倉敷中央病院)

■作成（50音順）：
◎今井健二郎 （国立研究開発法人国立国際医療研究センター）
北野敦子 （聖路加国際病院腫瘍内科）
清原康介 （大妻女子大学家政学部食物学科）
後藤温 (横浜市立大学医学部医学科公衆衛生学教室)

◎佐々木典子（京都大学大学院医学研究科医療経済学分野）
◎佐々木八十子（静岡社会健康医学大学院大学）
畠山洋輔 (東邦大学医学部社会医学講座公衆衛生学分野)
平林慶史 (有限会社ノトコード)
藤原崇志 (倉敷中央病院耳鼻咽喉科・臨床研究支援センター)

※◎は本動画教材を作成した検討会委員

■査読協力：公益財団法人日本医療機能評価機構診療ガイドライン作成支援部会
※所属等は2022年度時点
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